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【資料１】子どもの意識調査速報データ 

実施要領 

調査対象  対象者数  回収数  調査期間  調査方法  

市内の小学６年生、
中学３年生の児童・
生徒  

約2,000人  1,774人  
令和６年  
８月28日～  
９月23日  

WEB回収  

 

Ａ 自分自身について 

【問１】  あなたの学年を教えてください。（１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】  あなたの性別を教えてください。（１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３】  あなたは、どのくらい幸せを感じていますか。（１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.5

45.4

0.1

0 10 20 30 40 50 60

小学校６年生

中学校３年生

無回答

(N=1774) (%)

48.8

49.5

1.6

0.1

0 10 20 30 40 50 60

男

女

その他

無回答

(N=1774) (%)

44.3

38.4

3.5

1.3

10.2

2.1

0.1

0 10 20 30 40 50

とても幸せ

どちらかといえば幸せ

どちらかといえば不幸

とても不幸

わからない

答えたくない

無回答

(N=1774) (%)
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【問４】  あなたは、なやんでいることや困っていることはありますか。
（１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問５】 問４で「１．ある」を選んだ人におたずねします。それはどんな
ことですか。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.1

66.7

1.2

0 20 40 60 80

ある

ない

無回答

(N=1774) (%)

21.4

20.5

2.8

4.7

8.4

10.7

25.3

38.6

27.9

44.0

7.4

8.4

2.6

0 10 20 30 40 50

家庭のこと

外見や見た目のこと

使っている言語のこと

性に関すること

お金のこと

こころやからだの健康のこと

学校生活のこと

成績（勉強やスポーツ）のこと

友達のこと

しょうらい・進路のこと

その他

答えたくない

無回答

（N＝570）
(%)
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【問６】 あなたがなやんだり、困ったときに相談する（したい）と思う人
はだれですか。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 7】 あなたが自分自身について、思っていることや伝えたいことがあ

れば、自由に書いてください。  

 

「特にない」「ない」を除くと169件の意見がみられました。上位５つの主な意

見内容は以下のとおりです。  

 

意見分類 件数 

自分自身の紹介、自分が好き・自分への応援  45 

自分の性格や存在に自信がないなどの悩み  24 

友達関係が難しい  18 

勉強や運動に自信がない、学校がいや  16 

家族との関係・要望  10 

 

  

61.0

21.0

11.7

54.1

13.2

25.1

2.9

5.9

1.0

1.3

7.4

1.5

1.6

10.0

3.7

3.7

0 20 40 60 80

親

兄弟姉妹

祖父母・親せき

学校の友達

学校以外の友達

学校の先生

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

じゅくや習い事の先生

ちいきのおとな

市役所や相談まどぐち

オンライン（SNSなど）の友達

オンライン（ＳＮＳなど）の相談まどぐち

その他

相談する（したい）と思う人はいない

答えたくない

無回答

（N＝1774）

(%)
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【問８】 あなたはスマートフォンなどの携帯電話を使っていますか。（１
つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問９】  問８の「１．自分せん用のものを使っている」または「２．自分
せん用のものはないが、家族のものを使っている」を選んだ人におたずね
します。スマートフォンなどの携帯電話を使ってどんなことをしていま
すか。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.5

13.7

10.8

1.8

0.2

0 20 40 60 80

自分せん用のものを使っている

自分せん用のものはないが、

家族のものを使っている

使っていない

答えたくない

無回答

（N＝1774） (%)

67.4

46.6

71.4

52.7

79.6

52.7

38.8

77.1

23.6

1.9

73.8

10.1

28.1

73.0

1.3

2.4

0.1

0 20 40 60 80 100

電話

メール

インターネットけんさく

カメラ・動画さつえい

YouTube

Tik Tok

Instagram

LINE

X（旧Twitter）

Facebook

ゲーム

オンライン学習

本・マンガを読む

音楽をきく

答えたくない

その他

無回答

（N＝1547） (%)
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【問 10】 問８の「１．自分せん用のものを使っている」または「２．自分
せん用のものはないが、家族のものを使っている」を選んだ人におたずね
します。１日何時間くらい使っていますか。（１つ）  

 

Ｂ あなたの家庭について 

【問１】 あなたがいっしょにくらしている人を教えてください。（あては
まるものすべて。人数に関係なく、いっしょにくらしている人に〇をし
てください。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.2

8.0

17.5

19.8

17.1

14.6

6.9

7.0

3.6

0.3

0 5 10 15 20 25

30分以内

30分以上１時間未満

１時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満

３時間以上４時間未満

４時間以上６時間未満

６時間以上８時間未満

８時間以上

答えたくない

無回答

（N＝1547） (%)

86.5

96.9

9.4

13.9

28.4

26.4

30.6

27.6

6.5

1.6

0 20 40 60 80 100

父

母 …

祖父

祖母

兄

姉

弟

妹

その他

無回答

（N＝1774） (%)
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【問２】  あなたは自分の家庭に満足していますか。（1 つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３】 あなたがふだん家族と生活している中で、満足に感じていること
を教えてください。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.4

37.4

48.8

37.0

41.9

57.6

46.8

43.6

1.7

5.2

3.1

1.4

0 20 40 60 80 100

自分が安心して過ごせる場所がある

家族が自分の意見を聞いてくれて、

その意見を大切にしてくれる

家族との仲

つらい時に家族が助けてくれる

家族といっしょにいることが多い

必要なものを買ってもらえる

じゅくや習い事に行っている

十分なすいみんがとれている

その他

特にない

答えたくない

無回答

（N＝1774）
(%)

54.1

30.9

5.0

1.6

4.7

2.9

0.8

0 10 20 30 40 50 60

とても満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない

まったく満足していない

わからない

答えたくない

無回答

（N＝1774）
(%)
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【問４】 あなたがふだん家族と生活している中で、不安に思ったり、改善
したいと感じていることを教えてください。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問５】 あなたは朝食と夕食を食べていますか。（あてはまるものそれぞ
れ１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.8

9.2

4.3

19.2

3.0

6.7

6.3

6.3

1.6

2.0

46.1

4.3

12.1

0 20 40 60 80 100

自分が安心して過ごせる場所がない

家族との仲

家族といっしょにいる時間が少ない

成績（勉強やスポーツ）へのプレッ

シャーが大きい

お金がなく必要なものを買えない

進学についてお金の心配がある

ねむる時間や休む時間が少ない

しつけがきびしい

放（ほう）っておかれる

その他

特にない

答えたくない

無回答

（N＝1774）

(%)

83.5

8.5

1.9

2.5

2.0

0.4

1.1

95.2

1.7

0.3

0.1

0.1

0.2

2.4

0 20 40 60 80 100

ほぼ毎日食べる

週３日～５日

週１日～２日

ほとんど食べない

食べない

答えたくない

無回答

（N＝1774）

朝食

夕食

(%)
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【問６】 あなたは朝食と夕食をおもにだれと食べていますか。（あてはま
るものそれぞれ１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問７】 あなたはおふろ（シャワーをふくむ）にどのくらい入っています
か。（1 つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.8

16.7

22.3

2.9

1.0

1.3

87.0

4.3

5.2

0.2

1.1

2.2

0 20 40 60 80 100

おとなの家族と食べる

子どもだけで食べる

ひとりで食べる

食べない

答えたくない

無回答

（N＝1774）

朝食

夕食

(%)

96.4

1.2

0.5

0.2

0.8

0.9

0 20 40 60 80 100

ほぼ毎日入る

週３日～５日

週１日～２日

ほとんど入らない

答えたくない

無回答

（N＝1774）
(%)
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Ｃ 学校について 

【問１】  あなたは学校生活が楽しいですか。（１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】 あなたがふだんの学校での生活について、満足に感じていること
を教えてください。（あてはまるものすべて）  

 

 

  

77.0

33.1

28.3

35.2

23.6

33.4

47.8

14.6

1.0

6.6

2.1

2.4

0 20 40 60 80 100

友達との仲

学校での学習は自分のしょうらいに役立つ

先生との関係

クラブ・部活が楽しい

学校・先生が子どもの意見を聞いてくれて、

その意見を大切にしてくれる

学校・クラスが安全で安心できる場所である

給食が食べられる

校舎やトイレが快適である

その他

特にない

答えたくない

無回答

（N＝1774）

(%)

41.6

42.1

6.3

2.5

4.6

1.9

1.1

0 10 20 30 40 50

とても楽しい

どちらかといえば楽しい

どちらかといえば楽しくない

まったく楽しくない

わからない

答えたくない

無回答

（N＝1774）
(%)
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【問３】 あなたがふだんの学校での生活について、不安に思ったり、改善
したいと感じていることはありますか。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】  あなたが学校について、思っていることや伝えたいことがあれ

ば、自由に書いてください。  

「特にない」「ない」を除くと252人の意見がみられました。上位５つの主な意

見内容は以下のとおりです。  

 

意見分類 件数 

学校が楽しい、もっと良くしたい  45 

校舎や設備をきれいに、新しくしてほしい  36 

トイレをきれいに・洋式にしてほしい  33 

学校の校則、ルールが厳しい  20 

いじめへや不登校の対応を強化してほしい  19 

 

 

Ｄ ちいき社会について 

【問１】  あなたは、自分が住んでいるちいきに満足していますか（１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.0

4.3

4.5

3.4

1.7

5.5

21.8

17.7

6.8

2.7

35.3

3.6

12.0

0 10 20 30 40

友達との仲

学校での学習はしょうらいの役に立つとは思えない

先生との関係

クラブ・部活動が楽しくない

学校・先生が子どもの意見を聞いてくれない

学校・クラスは安全で安心できる場所ではない

宿題の量

校舎やトイレが古くて使いにくい

学校・クラスにいじめなどの問題がある

その他

特にない

答えたくない

無回答

(N=1774)
(%)

44.1

38.0

7.3

1.5

6.4

1.2

1.4

0 10 20 30 40 50

とても満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない

まったく満足していない

わからない

答えたくない

無回答

(N=1774) (%)



 

11 

【問２】 あなたが住んでいるちいきの生活で、満足に感じていることを教
えてください。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３】 あなたが住んでいるちいきの生活で、不安に思ったり、改善した
いと感じていることを教えてください。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.1

41.0

28.7

10.0

19.7

40.5

11.7

46.2

24.3

1.6

12.6

1.5

3.0

0 20 40 60 80

安全に通学や生活ができる

公園や遊ぶところがたくさんある

スポーツをするところがある

芸術や文化的なものにふれられるところがある

子どもが参加できる活動やプログラムがある

友達と遊ぶ・勉強するところがある

家や学校にいたくない時に過ごせるところがある

近所に遊ぶ友達がいる

ちいきの人に見守られていると感じる

その他

特にない

答えたくない

無回答

(N=1774) (%)

29.5

22.6

4.8

10.8

13.1

9.6

4.7

5.5

9.1

11.4

9.3

2.4

30.0

1.7

13.0

0 10 20 30 40

夜、暗くて歩くのにこわい場所がある

道路などで事故にあいそうな場所がある

暴力や犯罪にまき込まれるおそれがある

公園や遊ぶ場所がない

スポーツをするところがない

芸術や文化的なものにふれられるところがない

子どもが参加できる活動やプログラムがない

ちいきの人に見守られていると感じない

友達と遊ぶ・勉強する場所がない

家や学校にいたくない時に過ごせる場所がない

近所に遊ぶ友達がいない

その他

特にない

答えたくない

無回答

(N=1774)
(%)
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【問４】 あなたの住んでいるちいきについて、思っていることや伝えたい
ことがあれば、自由に書いてください。  

 

「特にない」「ない」を除くと276人の意見がみられました。上位５つの主な意

見内容は以下のとおりです。  

 

意見分類 件数 

防犯対策（街灯、変人、不審者が多いなど）  45 

公園について（ボール遊びがしたい、遊具、ゴミ箱や草刈りをし

て整備） 
43 

よい（人情味、落ち着く、安全）  43 

遊ぶ場所が少ない、欲しい  27 

図書館、プールなどの施設整備  22 

 

 

E 子どもの居場所について 

【問１】  あなたには、安心できる居場所はありますか。（１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】 問１で「１．ある」と回答した人にうかがいます。それはどんな
場所ですか。（あてはまるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

92.1

4.3

3.6

0 20 40 60 80 100

ある

ない

無回答

(N=1774) (%)

91.6

38.2

35.7

37.3

17.5

2.5

9.4

14.9

15.6

1.3

2.3

1.9

1.1

0 20 40 60 80 100

自分の家

学校

友達の家

祖父母・親せきの家

じゅくや習い事の場所

放課後児童クラブ

ちいき（公園、児童館など）

お店（コンビニ、ゲームセンターなど）

インターネット空間（SNSなど）

子ども食堂

その他

答えたくない

無回答

(N=1634) (%)
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【問３】 彦根市には、家庭や学校以外にも色々な子どもの居場所がありま
すが、そのうち以下の場所を知っていますか。また、行ったことはあり
ますか。（それぞれあてはまるもの１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】 あなたはどんな場所があったら行きたいと思いますか。（あては
まるものすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.3

17.6

47.4

16.2

38.3

31.5

25.9

35.1

44.6

43.9

20.0

40.6

6.8

6.9

6.7

8.1

0 20 40 60 80 100(%)

①子ども食堂

②学びの場（じゅく以外で勉強を教えて

くれるところ、フリースクールなど）

③福祉センターや図書館などのしせつ

④長期休み中のサマースクールや

公民館などのしせつ

(N=1774)

行ったことがある 知っているが行ったことがない 知らない 無回答

74.4

29.1

39.8

43.5

33.0

38.4

57.0

22.5

2.8

9.1

1.7

3.6

0 20 40 60 80

いつでも自由に行ける

勉強を教えてくれる人がいる

ねんれい・学年に関係なく友達を作ったり遊んだりできる

食事を無料で食べることができる

話を聞いてくれる人がいる

ひとりになれる場所がある

歩いて（自転車で）行ける場所にある

おくりむかえがある

その他

特にない

答えたくない

無回答

(N=1774)
(%)
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【問５】 問４で答えた場所に行きたい理由はなんですか。（あてはまるも
のすべて）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F 子どものけんりやそんちょうについて 

【問１】 あなたは子どもの権利条約（けんりじょうやく）について、知っ
ていますか。（１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.1

12.1

28.9

3.3

15.9

22.6

3.8

9.9

1.6

1.6

0 20 40 60 80

楽しそうだから

ほかに遊びに行く場所がないから

いつもとちがう場所で遊びたいから

家では過ごすことができないから

だれかがいるところに行きたいから

学校以外の人と友達になりたいから

その他

特にない

答えたくない

無回答

(N＝1518）
(%)

3.5

11.7

36.1

46.0

2.7

0 10 20 30 40 50

くわしく知っている

知っている

聞いたことはあるがあまり知らない

聞いたことがある

無回答

(N＝1774）
(%)



 

15 

【問２】 あなた自身は、次のことが守られている、大切にされていると感
じていますか。（それぞれあてはまるもの１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３】 あなたは、国や社会（彦根市）が子どもたちのために早くやるべ
きことは何だと思いますか。（５つまで選んでください）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.1

51.9

71.5

51.1

55.0

71.5

78.2

71.3

28.6

29.6

16.6

27.5

25.3

16.0

12.0

16.8

3.8

3.4

1.1

5.4

5.7

1.2

1.0

2.6

1.0

1.2

0.7

1.5

1.4

0.8

0.2

0.8

11.3

10.9

7.0

11.0

9.2

7.4

5.6

5.2

3.2

3.1

3.1

3.5

3.3

3.0

3.0

3.2

0 20 40 60 80 100(%)

１．わたしはどんな理由でも（性・意見・家庭状況などの

さまざまな違いがあることで）差別されない

２．わたしに関することについて、おとなはあなたにとっ

て最もよいことを第一に考えてくれている

３．わたしは、生きるけんり・育つけんりを守られている

４．わたしは自分に関することについて、自由に意見をい

うことができ、おとなはそれを大切にする

５．わたしは家庭でも学校でもどのような場所でも、

すべての暴力から守られる

６．わたしは必要な時に病院へ行くことができる

７．わたしは教育を受けるけんりがある

８．わたしは遊んだり、休んだりするけんりがある

（N＝1774）

よく守られている まあまあ守られている あまり守られていない

まったく守られていない わからない 無回答

21.0

46.2

19.9

42.7

30.5

50.4

30.2

32.4

8.2

16.0

18.9

8.6

1.4

9.4

3.4

4.7

0 10 20 30 40 50 60

あなたにかかわることを決めるとき、あなたの意見を聞

いてくれること

すべての子どもが平等にあつかわれること

あなたが家族やその他のおとなから愛情を受けること

高校・大学までの教育を無料で受けられること

あなたに適した医りょうを無料で受けられること

いじめのない社会を作ること

不登校の子どもが学べる場所を増やすこと

あなたが犯罪や悪いことにまきこまれることがなく、

安全に過ごせること

罪をおかしても、立ち直って学校や社会に

安心してもどれること

本当にこまっているあなたの声にしっかり

耳をかたむけること

障がいのある子どもとない子どもがともに学ぶことがで

きること

こまったときに相談しやすい電話、SNS、まどぐちなど

があること

その他

特にない

答えたくない

無回答

(N=1774)
(%)
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Ｇ 子どもの相談先について 

【問】 あなたが家や学校などでこまっていることやなやみを聞いてくれる
以下の相談先を知っていますか。（それぞれあてはまるもの１つ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.6

22.3

35.7

44.1

17.0

62.0

71.3

58.2

49.8

76.5

5.4

6.5

6.0

6.0

6.5

0 20 40 60 80 100(%)

①子供ＳＯＳダイヤル

②児童相談所相談専用ダイヤル

③子どもの人権110番

④いじめ・不登校相談ほっとライン

⑤彦根市子ども・若者総合相談窓口

(N=1774)

知っている 知らない 無回答 無回答



 

17 

【調査結果から見た現状と課題】 

※速報時点の課題であり、今後、詳細分析後に追加・変更を行う場合があ
ります。 

○相談体制の充実 

・回答者の幸福度は、全体では「とても幸せ」が44.3%、「どちらかといえば幸せ」

が38.4%で合わせて『 幸せ』は82.7％と高くなっています。しかし、1割未満と

少ないながらも、 不幸』と感じている子どもがいます。（A問３）  

・また、なやみや困っていることの有無については、全体では「ある」が32.1%、

「ない」が66.7%となっていますが、悩みや困っていることを「相談する（した

い）人はいない」子どもが１割程度見られます。（A問４、A問６）  

・相談先の認知度は、『「④いじめ・不登校相談ほっとライン」が44.1％で最も高い

ですが、どの相談先も5割以上が「知らない」と回答しています。（G問）  

・こども大綱がめざす「こどもまんなか社会」の実現のためにも、すべての子ども

たちが幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができるよう、アウト

リーチによる幸せの阻害要因となる悩みをみつけ、相談しやすい体制づくりが

重要です。  

 

○自己肯定感・自己有用感の向上 

・『「あなたが自分自身について、思っていることや伝えたいこと」については、自

分の性格や存在に自信がないなどの悩みが第2位の意見となっています。『（A問７） 

・自己肯定感は、子どもが将来さまざまな困難や問題を乗り越える力を蓄える土台

となります。学校や家庭などで、子どもたちが集団または個人の目標を達成した

際に、周りの大人が認めることにより、成功体験を感じさせるという一連の取組

を継続的に行い、子どもたちの発達段階に応じた対応が重要です。  

 

○子どもの人権を守る 

【親子関係の構築に向けた働きかけ】 

・自分の家庭の満足度は、全体では「とても満足している」が54.1％で最も高く、

「どちらかというと満足している」の30.9％と合わせると 満足』が85.0％と

なっていますが、『「どちらかといえば満足していない」「まったく満足していない」

を合わせて、6.6％が自分の家庭に満足していないことが分かります。（B問2）  

・満足に感じていることは、全体では「自分が安心して過ごせる場所がある」が

73.4％で最も高く、次いで「必要なものを買ってもらえる」が57.6％となって

います。（B問３）  

・子どもにとって家庭が居心地の良い空間となるため、家庭へのサービス・働きか

けにより、親子間の適切な関係性の構築をサポートしていくことなど、子どもの

幸せのためには、子どものみでなく、子どもをとりまく家庭環境や、家族全体に

対する包括的な支援を行っていくことが重要です。  

【いじめや不登校への対応】 

・学校は楽しいかについては、「どちらかといえば楽しい」が42.1％と最も高く、

「とても楽しい」の41.6％と合わせると 楽しい』が83.7％となっています。

（C問１）  

・学校生活で満足に感じている事は「友達との仲」、不安に思ったり、改善したい

と感じている事は「宿題の量」となっています。（C問２、C問3）  

・「学校について、思っていることや伝えたいこと」からは、校舎や設備の改善と

共に、いじめや不登校の対応に関する意見が多くみられます。（C問4）  
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・アンケート結果からも、7割以上の子どもたちが自分専用のスマートフォンを持

つ中で、保護者が子どもたちの話を聞く機会が少なくなり、心身の微妙な変化に

気付くことが極めて困難になっているといわれています。いじめの早期発見の

ためにも、保護者だけでなく、周囲の大人たちも子どもたちのサインを見逃さな

いように心がけ、子どもの権利を守り、いじめをなくしていくことが必要です。  

・不登校の子どもについても、子どもの声に耳を傾け、教育機会の確保等子どもの

最善の利益を尊重する必要があります。  

 

○子どもたちの安全な居場所づくり 

・自分の住んでいる地域の満足度は、「とても満足している」の44.1％、「どちら

かといえば満足している」の38.0％を合わせると 満足』が82.1％となってい

ます。（D問１）  

・安心できる場所の有無については、「ある」が92.1％、「ない」が4.3％となって

います。（E問１）  

・学校以外の居場所については、「行ったことがある」の中で「③福祉センターや

図書館などのしせつ」が47.4％で最も高く、次いで『「②学びの場（じゅく以外で

勉強を教えてくれるところ、フリースクールなど）」が17.6％となっています。

（E問３）  

・「住んでいるちいきについて、思っていることや伝えたいこと」からも、安心や

安全の確保と共に、遊び場への意見が多くみられます。（D問4）  

・心豊かでたくましい子どもたちを社会全体ではぐくむためにも、全ての子ども・

若者が、年齢を問わず、相互に人格と個性を尊重しながら、安全に安心して過ご

せる多くの居場所を持つことができるよう、子どもたちの意見を聞きながら地

域・社会全体で支えていくことが必要です。  

 

 

 

 

 


